
２．面会について

リモート
（窓）ガラス

越し

屋内で衝立や

感染防止パネ

ル等を使用

屋内（居室）
屋内（面会

室）

屋内（その

他）
その他

73 65 22 2 8 5 14

その他：

・ 屋外

・ なるべく控えて頂いている。 

・

・ 令和4年8月から現在まで全ての面会を一時中止しています。

・ 電話

・ 面会禁止（どうしてもの場合、ガラス越し）

・ 屋内（その他）は、タブレット面会（Skype）←LINE面会できない方など

・ 看取り患者以外の利用者の面会は、現在中止している

・ 現在面会禁止しております

・ 今現在は、基本的に面会そのものを中止している。

①現在行っているの面会方法について選択してください。（看取り等特別な事由時を除く）

　※複数回答可

行政より感染拡大に伴い、接触機会を減らすため、面会制限の状況です。感染拡大前は屋内での衝立越

しで事前予約で面会としていました。

リモート, 39%

（窓）ガラス越

し, 34%

屋内で衝立や

感染防止パネ

ル等を使用, 

12%

屋内（居

室）, 1%

屋内（面会

室）, 4%

屋内（その他）, 

3%

その他, 7%



②現在の１回あたりの面会時間について選択してください。（看取り等特別な事由時を除く）

５分以内 １０分以内 １５分以内 ２０分以内 ３０分以内 その他 未回答

4 35 56 5 9 4 6

その他：

・ リモートなので特に時間は定めていません。

・ 時間制限はしていない。

・ 面会実施していた際は、基本15分としていました。

・ 面会中止中。

③ 質問２－①（面会時の方法）において、工夫している点等について記入してください。

・ 事前予約　　人数制限

・

・ ガラス越し面会の際も両者マスク着用

・ ワクチン3回接種

・ 人数制限や面会時間等

・ コロナワクチン3回接済の確認、体温チェック、マスク着用

・ LINEのビデオ通話を活用して事前予約制にて実施。

・ コロナワクチン３回以上接種済みに限る。小学生等の子どもは面会不可

・ コロナワクチン３回接種済時に限る

・

・ 双方向で会話できるマイクを使用している。

・ 面会者の問診票記入

・ ワクチン接種回数と健康チェックを聞き取り

・ 対面面会の制限

・ 来訪者の健康確認、親族に限る、同時に5名まで、ユニットの外に面会場所設置、明快場所の消毒

・ 対応する職員において、家族様と距離をとって会話するようにしている。

・ 窓越しでの面会時、スマホで通話できるようにしている。

PC等が無くてリモート面会が難しい家族様に関しては、施設まで来ていただき、ノートPCを貸出し、

車の中で行っていただいています。

ワクチン接種の有無は確認しているが接種者の限定していない。お互いにマスク着用し窓越し面会で予

約制とし窓を挟んで2メートル程度は距離をおく。面会者や入居者様には椅子を用意しリラックスして

もらえるようにしている。2㎝～3㎝くらいの網戸対応の為職員が通訳的な役割を行っている。

５分以内

3%

１０分以内

30%

１５分以内

47%

２０分以内

4%

３０分以内

8%

その他

3%

未回答

5%



・ 面会者の体調確認及び検温

・ 職員の負担軽減のため、一日の面会実施回数を制限

・ ワクチン接種の確認と来館時の体温測定、抗原検査の実施確認

・ 大都市からの面会者は直近のPCR検査陰性証明

・ ワクチン接種3回4回終了者　体調に異常が無い方　近くに濃厚接触者または感染者がいない方

・ 面会時の健康チェックシートの記入

・ ワクチン接種済みの有無・発熱・風邪症状の有無・陽性者と接触の有無

・ ワクチン接種推奨

・ 利用者ご家族に合わせ、複数のアプリを準備している（Zoom、LINE、Ｇ-meet)

・ 時間制限　他の家族などに感染者がいないか確認（家族も理解しているので、面会に来ない方が多い）

・ 原則コロナワクチン３回接種済の方とお願いしている・こどもの面会は遠慮いただいている

・ 面会者・入居者の双方がマスク着用であれば、網戸越しで15分以内の面会もOKとしている。

・ リモートなので、特段制限はない

・ 検温・マスク・消毒

・ 面会当日から5日前～の体温、症状有無を記載した用紙の提出（対面面会可能時に限る）

・ 原状、面会制限中

・ ①コロナワクチン３回以上接種　②面会は2名以下　③幼児・園児・児童・学生の面会不可

・ 面会者から利用者様への差入れの間接的な授受。週３回、３組／1日の回数制限

・ 原則、キーパーソン（主契約者）のみとさせていただいている

・ 問診票の記入　予約制にしており、他面会者と被らないように調整している

・ 窓越し面会のため特になし。

・ 一度に面会できる人数は二人までとする

・ 面会前の記入、聞き取り調査にて対応

・ 事前予約

・ どうしてもの面会はワクチン接種３回以上を確認して

・ 直接、利用者と接触をしない方法で行う。

・ ワクチン接種済、人数制限

・ コロナワクチン3回接種済者

・ 月2回までとする

・

・ 感染防止パネルがあるため、職員が同席して家族とコミュニケーションが図れるように配慮している。

・ 面会にこられた方に対して健康チェックを実施させて頂きます。 

・ 面会者が館内に入る際、入館時問診票を記載して頂きチェックしている

・ コロナワクチン３回または４回接種済みの記録を確認させていただいている

・ 窓越し面会においては極力直接の接触を避ける

・ 県内のみ

・ 健康チェックシート、ワクチン接種証明書の提示

・ 電話予約をしてもらい、混雑なくスムーズに対応できるようにしている

・ 施設内に入室する方はワクチン3回終了している方に限定している。

・ 会話を希望する場合、施設携帯を使用していただく

タブレット（内蔵スピーカー）だとよく聞こえない利用者が多いので、Bluetoothスピーカーを用い

て、より聞こえやすくなるよう配慮している。



・ 体調確認表記載（行動歴含む）。ワクチン接種3回終了証明書定時。

・ スマホやPC等の操作が苦手な方は、来園いただきオンライン対応している。

・ ご家族に携帯電話機を２台用意してもらい、それらを使用して会話する。

・ 面会者に対する検温の実施、体調の確認等

・ ワクチン3回接種者に限る

・ コロナワクチン4回接種済者

・ コロナワクチン３回接種済時に限る。　少人数にする。

④看取り等対象者の面会方法についてご記入ください。

・ 事前予約　ガウン等着用にて居室での面会

・ 2人以内での居室面会

・ 対面、個室での１５分以内での面会可能。人数２人まで。

・ 看取りを行っていないため特にありません。

・ ご家族の事前抗原検査

・ 居室での面会。ただしご家族や実子など近い方のみでお願いしています。

・ 個室で人数制限をして15分以内

・ 医師からの病状説明時に二親等内の親族の方数名での面会を実施。基本的に1回。

・ １日２名親族に限る。１回１５分、マスク着用

・ 看取り等対象者なし

・ 検温・体調確認の後に居室内で面会していただいている。

・ 看取りは現在未実施ですが、緊急時等は別途対応することとなっています。

・ 呼吸状態が悪くなるなど、逝去間際にはフェイスシールド等着用の上、居室での面会を許可している。

・ 静養室にて短時間の対面面会

・ 直接面会

・ 予防着の着用などを行い、館内に入室してもらっている。

・ マスク、フェイスガードを着用し居室にて実施

・ 対面で５分以内（健康チェックシートを記入してもらう）

・ 静養室での面会可能

・ フェイスシールド着用及び２名まで30分以内

・ 体調を確認し、マスク着用を徹底して数分間だけ対面面会を行っています。 人数は２名までです。

・ 一度に3名まで入室、待機場所を用意

・ 県外の移動や会食の有無を確認し、屋内（居室内）で面会をしている。

・ マスク、ガウン、手袋着用にて自室での面会をしています。

・ 人数制限した直接面会

・ 人数制限しての直接面会

・ N９５マスクを着用してもらい、手指消毒後、居室にて１０分程度としている。

・ 看取り専用室（ゲストルーム）にて、マスク+フェイスシート+ディスポガウン着用

・ 時間等を制限して面会させている

・ 感染防止パネル利用で面会

・ 看取り実施なし

・ 感染予防徹底の上、可能としている



・ 面会者2名まで、時間を指定し、15分までの居室内での面会

・ 家族のみ・1回２人まで１５分以内居室の換気・マスクの着用

・ 居室にて

・ 感染対策をとり、ご家族の意向を配慮して実施。

・ 部屋の入り口から室内に入って面会してもらっている。

・ 制限無し

・ 人数制限（３人以内）、時間制限（１５分以内）を行い個室で面会

・ 直接、居室へ行ってもらう。

・ 通常の感染対策(マスク・手指消毒等）をしたうえでの面会（時間制限はしない） 

・ １日２名、親族のみ、15分以内、不織布マスク着用、検温、居室のみとしている

・ フェイスガードの使用・検温・マスク・消毒・居室対応

・ 居室内面会

・ 防護服使用し、2名まで10分以内

・ 見取り等特別な場合は、検温、健康状態の確認をし、面会可としています。

・ 別室にて換気しながら面会

・

・

・ 人数限定、検温、使い捨てガウン装着の上で居室にご案内

・ 電話連絡をして頂いた上で　居室での面会をしている。

・ 個室部屋での面会

・ 個室で面会して頂いている。

・ 人数、時間制限、PPE着用、事前連絡

・ 別室にて2名まで、フェイスシールド・マスク・グローブ着用としている

・ フェイスシールドをし、居室を出入口近くにし、最小限の接触にて面会を行っている。

・ 入居者本人の居室で実施

・

・ 外部の窓から直接入室

・ 居室では行わず、アクリルパーテーション越しの面会スペースでの対応を行う。

・ ガウン、フェイスシールド等を着用して、部屋の中は２人まで

・

・ 随時居室で面会

・ 看取りはしていない。

・ Ｎ９５マスクを着用して頂き、１０分以内でお願いしている。

・ 現在、看取りは行っていないが、該当者がいれば対応していきたい

・ 面会者２名まで親族のみ　１０分程度で１日１回とする

施設で抗原検査を実施し陰性で施設入場を許可し、健康チェックのうえガウン・フェイスシールド等の

感染対策を施して居室面会を許可しています。（１度に2名までで10分以内）

極力他の利用者様と面会者のソーシャルディスタンスを確保するため入口に近い部屋に移動させる。回

数制限（週3回）面会時間約10分、2名まで（12歳以下制限）、ガウン、手袋、マスク着用、利用者と

の接触厳禁、1週間以内の体調管理、検温にて対応。

来所時の検温と問診の実施。マスク着用とアルコール手指消毒実施。他のご利用者様と動線を避けて職

員が誘導し、個室での面会を15分程度で実施。2～3人までの面会としています。

居室にて面会を実施しています。面会時間等制限はありません。

家族は、施設に入る前に検温していただく。



・

・ ベッドサイドでの面会を実施しています。

・ 入館問診票、ガウンの着用

・ 居室の窓より直接居室に出入りしていただく。面会時間は約15分。

・ 別室にて感染防止パネル、フェイスシールドを使用

・ マスク着用必須にて短時間での面会

・ 個室にて1名ずつ面会

・

・ 状況に応じて、施設側より面会をお願いしている。ガウン等の着用をお願いしている。

・

・ 衝立を使用しての対応

・

・ 本人を別室へ移動、窓を開け換気、他利用者は別室へ全て移動。面会者人数を制限して対応。

・

・ フェイスシールド・プラスチック手袋着用で居室面会

・ 1階個室にて待機してもらう

⑤ 面会についてご意見等があれば記載してください。

・

・

・ 耳が遠い方や目が悪い方が多いため、リモート面会ではわかりづかい方が多い

・ 制限が必要なことを公にアピールしてほしい

・

・ 緩和をしたいが、感染の恐れが拭えない

・ 面会を再開する基準を知りたいです。

・

・ 周囲の感染状況に応じて面会を禁止している

・ 10月から対面での面会を実施予定だが、職員の面会反対とする意見は根強い。

・ 明確な対応の基準などが提示等があるとよい。

・ 面会の制限してからは、面会による感染者はでていない。

1回の面会は、少人数（2人まで）で10分以内。ワクチン接種済が条件。感染状況によっては、施設が

所在する市の在住者のみ。

国が報道等で面会制限の緩和と報じられているが、新型コロナウィルスの感染状況や職員自身の行動制

限を実際には行っている中では、緩和が難しい。

建物の構造上、窓越しやリモート面会の現状があります。コロナ終息が見えず入居者様の年齢や体調考

えると面会の大切さをひしひしと感じてます。感染対策を考慮した面会専用の公的な建物があり、予約

制で利用できたらと思います。

政府機関がテレビニュース等でコロナ感染症に対してどんどん規制を緩めていっているのでやはり、デ

イ利用者の家族等で濃厚接触に関して緩んでいる。面会者も濃厚接触があっても５日間、体調に異常が

なければ施設に来てしまう。

今後は、緩和していきたい。

１人５分以内、マスク・ガウン・キャップ着用にて、直接面会可能。ただし、県外の方は抗原検査

（ー）が必要。

看取りの方については、面会者にガウンを着用してもらい居室にて面会を実施している。１回の面会人

数を２人程度にしてもらっている。

お看取りの方は、面会可能にしています。ただし、予防接種を受けていない方には、N95マスクを着用

していただいています。

医師との面談後、体調確認表を記載後問題なければ、建屋の外から入園いただき、個室にて人数制限

（2名まで）し10分程度の面会実施。来園時間等はご家族の意向に合わせて実施。



・

・ 施設ごとに建屋の状況も違う為、現況の施設判断で良いと思う。

・ 感染状況が落ち着いている時期に会わせてあげたいが、世間の行動制限が緩和されればされるほどリス

クを考えてしまう。

これまで面会の中止や再開は地域周辺の新規感染者数の動向をもとに行っていたが、全数把握が見直さ

れたことで、どれくらいの新規感染者がいるのかが分からなくなったため、職員への注意喚起や面会再

開の時期を判断する点で困っている。


